
■対象地域が抱える課題

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

実施計画名
立命館大学による「びわこ・くさつ Well-beingコンソーシアム」×「多様な学生参画プロジェクト」を通じた
地域のスポーツ推進ならびに多世代が交流できる健康コミュニティ創出モデル事業

事業概要

「びわこ・くさつ Well-beingコンソーシアム」事業⇒「産官学民による価値共創」「地域の未来を担うスポーツ人材の育成」
① 地域のスポーツ推進に寄与する「立命館スポーツアカデミー」の展開
・大学の教育・研究資源、企業の人的・物的リソースを活用したスポーツ教室実施による子どもの運動機会の提供

② 立命館大学BKCウェルカムデー（BKC Well-being Campus Day）等での多世代交流型スポーツ体験イベントの実施
・ 親子が一緒にスポーツを楽しめる機会の提供。子どもの体力向上、成人のスポーツ実施機会の創出、留学生との国際交流、パラスポーツの推進

③ 派遣型「立命館Well-being（健幸増進）プログラム」の実施
・地域市民の健康で豊かなライフスタイルの確立に寄与する、体力測定・健康セミナー・運動トレーニング等のプログラム提供等

⓸ 応援文化醸成による地域活性化に向けた「スポーツ応援キャンペーン」の実施
・地域市民のスポーツへの興味関心の促進および地域活性化。

大学名 立命館大学

主催者には（※）を付してください

令和6年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」

③大学スポーツ資源を活用した地域振興モデル創出支援事業 企画提案書（事業概要資料）

対象地域 滋賀県草津市

〇 第3期 滋賀県スポーツ推進計画,第2期 草津市スポーツ推進計画との整合性
・成人（特に20代～40代、女性）のスポーツ実施率の向上
・子どものスポーツ実施時間、体力の向上
・スポーツや運動好きの子どもの割合の向上
・部活動における指導者不足、指導者の質向上
・誰もが気軽に運動やスポーツを楽しむことのできる機会の創出
・多世代がふれあえる交流の場、健幸コミュニティの創出
・スポーツの力で地域社会を支える人材の育成

■期待される事業結果・効果

■具体的なプログラム・活用する大学スポーツ資源

・全世代のスポーツ（運動）実施率増、体力の向上
・スポーツの力で地域に活力をもたらす人材の増加
・草津市におけるスポーツ関係人口（する・観る・支える・創る）
の拡大とスポーツ活動への肯定感の向上（Well-being の実感）

・高齢者の運動継続意識の向上
・公共施設の恒久的な施設の使用
・子どもの運動体験者数
・パラスポーツへの理解促進

①立命館スポーツアカデミーの展開
・ラグビージュニアアカデミー 8月から12月に2～3回／月
BKCグリーンフィールド ラグビー部員

・アスレチックトレーニングスクール 9月から12月 2～3回／月
Daigasエナジースタジアム 陸上競技部員

・立命館ダイビングクラブによるスポーツプログラムの開始
2024年9月以降

⓶BKCウェルカムデー2024において多世代交流型スポーツ・健康施策の実施
・親子参加型スポーツ体験、子供向けスポーツ施策、パラスポーツ体験
・2024年11月10日 立命館大学びわこくさつキャンパス（BKC）
・BKCキャンパスの各施設、体育会クラブ学生、学生ボランティア、連携企業、自治体
⓷立命館Ｗell-beingプログラムの実施
・高齢者向け体力測定、健康セミナー、体育会クラブ交流会
・2024年8月～12月 長寿の郷ロクハ荘
・体育会クラブ学生、HOS（株）、（株）クレオテック
⓸スポーツ応援キャンペーン
・2024年10月～12月 大学各キャンパス内施設、各試合会場、草津市立プール
・体育会クラブ、Re/LIVE学生団体、滋賀レイクス、滋賀・立命館ダイビングクラブ
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